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‐1 機鮮1 裕子 (バロックダンス、ホーランドダンス)
攣継性女手大学青楽学科声楽奪攻卒業。在学中に古典舞曲のリズムに着日しルネサンス・バロツク・ロココ。ロマン濠時代の鐘構を驀鶴 .

ンピアヌ、Lグラハム、S.ク リーマ、H.ルクレルク、F.ドニオ、A.イエベス、B.ゴンドーニの各氏に師事。PTNA、 才能音楽教育研究会、轟O儀
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ッタダンスl●1好会、武庫之荘バロックダンスの会、NHKカ ルチャー大阪。京都数室、大阪音楽大学付属音楽院、l・I志社女 r・大撃麟楽
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コートダンス。アンサンブル代表。同意社女子大学、大阪音楽大学非常勤講師。

コー トダンス・アンサンブル (バロックダンス)

1989年結成。ルネサンス。バロ
'ク

。ロココ時代のヨーロッパ′)官延舞踏を研究じ舞台 Lttθ)活動を行う。

1今野 典子
1躊少よリタラシックバレエを学び、イギリスにてP.ウェイト氏、フランスにてF.ドュオ氏のレッスンを受講。「ルネサンス宮難の華J「舞饉組曲への違～舞曲費の‐:機動
Fバ t2ッ ク審廷舞鰺への議い」「エリザベス朝の宮廷模様」「イタリアの春」「ムジークフェストなら」「■の舞畿III、 Ⅳ」などに出1演。現在、近鉄文化サロン鐵機書、|

及び禅Fi新聞文化センター(KCCI官)にてバロッタダンスの指導にあたる。

宮目 加藤
1太蘇き楽大学声楽学lll卒業。バロックダンスを撻日裕子氏に師事。フランスにてF.ドニオ氏のレッスンを受講。「舞曲のIt東壼、lll」 「三官のコンセーな驚I
摯庫察立美篠館主催バロッタダンス&レクチャーコンサート」「工の舞畿職、Ⅳ」「ムジークフェストなら」滅Ⅸ―B創Ⅳ番組「クラシック倶薬糠Jに1轟

機 暮チ
          餅 鳳こ臨 フラン対こてユドニ紙 のレッスン緩 畿   ■ |||バレエを波多野澄

`、

矢L番織、矢L久留美、各氏に師事。バロッタダンスを撻「1

「業術館の調ベ バロックダンス・レクチャーコンサート～ヴェルサイユ富廷舞踏～」「liの舞曲III・ Ⅳ」「ムジークフェストならJ等に議‐濃する。    ■■■‐|||||

苫ま賃鮮 ズ ズダL顧 囃 窮 で生まれ&1歳畿 まで京都で選ごした後ワルシャワ大学へ進筑 生物学な専攻すると同艤ン ルシヤ豪二豪 ■
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関西ホーランドダンス愛好会「クラコJ(ボーランドダンス)～友構出機～                                   |●
2006年 3月にぶ―ランド民族舞踊「クラコザィアタ」を踵るグループとして発建。以後、先達の指導によリポーランドダンス全般の習得・練習に麟む。男女約40名

‐|
のメンバーで関西を拠点に活動を展霧。年に数回その成果を発表し好評を博している。2013年 12月 には「ダンスサミットin Jり鑢 20131(Dttce脱 離礎驚m漁p撃運営攘 |
議会違催、文部科学省・外務省他後機)コ ンテストにおいてグランプリ受賞。2010年にヤン。マクルスキ。トウホ氏と出会い指導を仰ぐ。2011年ポーランド, ■
ワルシヤアにて氏の舞騒目とのワークシヨップを経験。2012年より氏を日本に招講し、全国各地での講習会麗催に機力している。(1駿者竹LL進―郎、今井秀爾)||
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京都市立芸術大学音楽学部ヒアノ専攻事業。在学中より独奏のみならず、室内楽、歌曲の伴奏等を数多く行う。関西フイルハーモニー管弦楽L・|、 大阪シンフオニ   ■
カー交響楽団、アヽ尾フィルハーモニー交響楽団と協演。現在、金藤会高等学校。中学校教諭。同機の吹奏楽部の指導等、幅広い活動を続けている。          1
近藤 由佳子 (ビアノ)
武庫川女 F・大学器楽学科演奏コースビアノ専攻卒業。20歳のコンサート、尼崎市新人演奏会、楽朋会演奏会など多数出演。 グリフィス大学クイーンズランド音楽朧
にてS_サベツジ氏の冬季セミナーに参加。2013年にはビアノデュオリサイタルを開催。樋『1博行、佐藤明 r・、FE中修二、右近恭子の各氏に師事。

現在、 ドレミ音楽スクールビアノ講師。

<ピフノ層纏曲>

中村 徹 (作醸家、ビアニスト)

2005年大阪音楽大学ごア′科率。在学中作曲理論に大きな興味を抱き作曲科に再入学し、

2009年事業。その後、同大学専攻科作曲専攻に進学し、撻口先生の「舞蟻。音楽演習」の

授業に出会い、大きな影響を受ける。2010年専攻科卒業。自作演奏を含む各種糠奏会への

農演や作品轟展、オペラ。合睡のビアニストとしての活動がある。作品はビアノ曲、ビアノ

達騨議を中心に、歌機、ヴアイオリン蘭、打楽機アンサンブルなどに及び、2011年には兵庫県

立芸篠文化センター神戸女学院小ホふルにて自作作品による作品展「中村徽の世界」を

麟機t大好評を得る。私家販による「tわ ノ́のための24のプレリュード」0011)「違弾のため

アヽヽンガリー舞蔵」(2014)などがある。 検索→中村懲の世界
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